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やなぎ美智子からのお便り
事務所：市川市鬼高2－5－16 清央荘101号室

メールアドレス：kangoshi@hotmail.co.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談

７月11日（火） 8月8日（火） 午後２時～５時

市役所第一庁舎６階共産党控室
相談を希望される方は事前予約が必要です。市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047ー334-1111（内線 18220 ）

高
す
ぎ
る
国
保
税
、
払
え
な
い
‼

「
国
保
を
よ
く
す
る
会
」
が
発
足
し
ま
し
た

「値上げ中止を求める」

署名へのご協力を

市
川
市
は
９
月
議
会
に
「
令

和
６
年
度
か
ら
の
国
民
健
康
保

険
税
引
き
上
げ
条
例
」
を
出
し

て
き
ま
す
。
今
回
の
値
上
げ
を

許
せ
ば
、
令
和
８
年
度
、
さ
ら

に
そ
の
後
の
値
上
げ
を
許
す
こ

と
に
な
り
ま
す
。

「
国
保
の
広
域
化
」
の
名
の
も

と
で
、
国
保
税
の
値
上
げ
を
狙

う
な
ど
と
ん
で
も
な
い
こ
と
で

す
。
値
上
げ
を
中
止
さ
せ
る
た

め
に
、
「
値
上
げ
反
対
署
名
」

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

国
保
は
国
の
責
任
、
社
会
保

障
制
度
で
、
国
民
皆
保
険
制
度

の
基
盤
で
す
。
そ
の
た
め
国
保

に
国
は
も
と
も
と
、
45
％
負
担

し
て
い
ま
し
た
が
、
負
担
を
減

ら
す
改
悪
を
繰
り
返
し
て
、
今

で
は
約
20
％
し
か
負
担
し
て
い

ま
せ
ん
。
国
保
財
政
の
問
題
を

解
決
す
る
に
は
、
国
の
負
担
を

増
や
す
以
外
に
あ
り
ま
せ
ん
。

全
国
知
事
会
、
全
国
市
長
会
、

全
国
町
村
長
会
も
国
に
対
し
て

「
一
兆
円
の
公
費
投
入
」
を
求

め
て
い
ま
す
。

市川市議会議長への請願書概要

国民健康保険税の値上げをやめ、

すべての被保険者に正規の保険証を発行することを求める請願書
市長は国民健康保険運営協議会に対し2024年度からの保険税の値上げを行なうことを諮問し、

3名の反対がありましたが、値上げを認める答申を出しました。国保加入者の多くは、高齢者、

中小零細業者,フリーランスなどで、所得が300万円以下が約75％です。払いたくとも払えない

滞納者がさらに増えることになります。

請願項目１．国民健康保険税の値上げを行わないこと。

２．国民健康保険のすべての加入者に正規の被保険証を発行すること。

引き続き、市民アンケートへのご協力をお願いします
連日、ご回答が届いています。その中の一部をご紹介します。

○税の使い方を変えなければなりません。国民のために使わせなければなりません。

ミサイル、戦闘機などの予算を考え直させなければなりません。○マイナ保険証は反

対です。○物価の根上がりで厳しい。○帯状疱疹のワクチンの補助金をお願いします。



6月議会で一般質問をおこないました

6月20日、5項目にわたり、みなさんの要求・質問への回答を求めました

○
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

（
や
な
ぎ
）
感
染
症
法
上
分
類

２
類
か
ら
５
類
に
移
行
後
の

医
師
会
と
の
連
携
は
？

（
答
弁
）
国
の
新
し
い
方
針
が

示
さ
れ
る
度
、
医
師
会
長
や

理
事
へ
対
面
で
説
明
、
連
携

し
て
事
業
を
実
施

（
や
な
ぎ
）
コ
ロ
ナ
後
遺
症
へ

の
医
療
・
相
談
体
制
は
？

（
答
弁
）
市
内
13
の
後
遺
症
対

応
医
療
機
関
で
実
施

（
や
な
ぎ
）
感
染
者
の
推
移
は
？

（
答
弁
）
６
月
５
日
か
ら
の
１

週
間
で
、
１
医
療
機
関
あ
た

り
約
６
・
７
人
の
感
染
者
が

確
認
さ
れ
増
加
傾
向

（
や
な
ぎ
）
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
？

（
答
弁
）
昨
日
の
時
点
で
、
65

歳
以
上
を
中
心
に
約
４
万
６

千
人
が
接
種
を
完
了

（
や
な
ぎ
）
ワ
ク
チ
ン
健
康
被

害
見
舞
金
の
申
請
は
？

（
答
弁
）
昨
日
の
時
点
で
、
申

請
61
件
、
支
給
57
件
。
残
る

４
件
は
調
査
し
支
給
予
定

○
若
宮
児
童
公
園
の
設

備
管
理
と
安
全
確
保

（
や
な
ぎ
）
フ
ェ
ン
ス
な
ど

の
損
傷
へ
の
対
応
は
？

（
答
弁
）
職
員
が
月
２
回
程

巡
視
を
実
施
。
遊
具
だ
け

で
な
く
、
周
辺
設
備
に
関

す
る
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
の

作
成
を
検
討
し
、
危
険
個

所
の
見
落
と
し
を
防
ぐ
。

（
や
な
ぎ
）
子
ど
も
か
ら
、

高
齢
者
ま
で
多
く
の
市
民

が
利
用
し
て
い
る
公
園
の

安
全
安
心
に
取
り
組
む
こ

と
を
求
め
る
。

（
や
な
ぎ
）
ハ
ク
ビ
シ
ン
や
タ

ヌ
キ
な
ど
が
出
没
し
、
怖
く

て
散
策
も
で
き
な
い

（
答
弁
）
本
市
で
は
ハ
ク
ビ
シ

ン
や
タ
ヌ
キ
な
ど
野
生
動
物

が
広
く
分
布
し
、
目
撃
情
報

も
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

鳥
獣
保
護
管
理
法
に
よ
り
、

捕
獲
や
殺
傷
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
の
で
見
守
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
を
お
願
い
し
て
い
る
。

（
や
な
ぎ
）
落
ち
葉
の
減
量
対

策
な
ど
、
住
民
要
望
に
対
応

す
る
た
め
の
整
備
費
用
は
？

（
答
弁
）
前
年
度
の
公
園
施
設

維
持
管
理
の
業
務
委
託
費
、

修
繕
費
と
比
較
し
約
２
億
円

増
で
予
算
計
上
し
、
出
来
る

限
り
市
民
要
望
に
応
え
て
い

く
。
落
ち
葉
の
時
期
に
先
駆

け
て
緑
地
全
体
の
剪
定
を
行

う
な
ど
、
定
期
的
な
整
備
計

画
を
実
施
す
る
予
定

（
や
な
ぎ
）
樹
木
が
大
き
く
、

根
上
が
り
で
、
斜
面
の
地
盤

が
持
ち
こ
た
え
ら
れ
る
の
か
？

（
答
弁
）
月
２
回
、
巡
視
し
て

い
る
。
樹
木
は
斜
面
保
持
の

機
能
も
担
い
、
根
の
地
上
露

出
も
特
に
問
題
は
な
い
。

○
道
の
駅
い
ち
か
わ

５
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

（
や
な
ぎ
）
自
衛
隊
体
験
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
目
的
は
？

（
答
弁
）
道
の
駅
い
ち
か
わ
の

「
防
災
拠
点
」
と
し
て
の
機
能

を
ｐ
Ｒ
す
る
機
会
と
な
る
。

（
や
な
ぎ
）
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
Ⅴ
Ｒ
体
験
・
こ
ど
も
制
服

着
用
＆
写
真
撮
影
・
高
機
動

車
展
示
＆
乗
車
体
験
「
自
衛

官
採
用
、
自
衛
隊
総
合
採
用

案
内
」
冊
子
や
自
衛
官
募
集

の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
配

布
が
、
防
災
拠
点
ｐ
Ｒ
に
な

る
と
は
、
理
解
で
き
な
い
。

（
答
弁
）
「
市
の
イ
ベ
ン
ト
で

自
衛
隊
体
験
を
行
わ
な
い
こ

と
を
求
め
る
要
望
」
を
受
け

と
っ
た
。

（
や
な
ぎ
）
「
安
保
３
文
書
」

の
、
軍
事
力
強
化
へ
の
不
安

か
ら
、
自
衛
隊
に
厳
し
い
目

が
注
が
れ
て
い
る
。
平
和
的

な
、
楽
し
い
交
流
の
場
に
、

自
衛
隊
車
両
や
、
戦
闘
機
を

模
し
た
子
ど
も
向
け
遊
具
の

展
示
企
画
が
反
対
の
声
で
、

中
止
し
た
事
例
も
あ
る
。
不

安
や
懸
念
を
与
え
る
事
は
す

る
べ
き
で
は
な
い
。

○
若
宮
第
１
緑
地

（
や
な
ぎ
）
樹
木
の
状
態
を
確

認
す
る
方
法
は
？

（
答
弁
）
近
隣
家
屋
・
電
線
・

道
路
等
に
損
害
を
与
え
る
恐

れ
や
、
倒
木
の
危
険
な
ど
を

確
認
。
10
月
～
11
月
頃
に
大

規
模
な
剪
定
を
予
定
。
樹
木

医
の
診
断
は
し
て
い
な
い
が
、

専
門
業
者
が
倒
木
の
危
険
が

あ
る
時
は
安
全
目
的
で
伐
採

す
る
。

自
衛
隊
高
機
動
車

○JR下総中山駅南口のバリアフリー化
（やなぎ）何度も議会でとりあげられてきたが、改善されないので船橋・市川

市民が「JR下総中山駅南口のバリアフリー化早期実現をめざす会」を立ち上げ、

署名・要請行動を開始した。（答弁）市としてもバリアフリー化の必要性を

認識している。船橋市と連携し、JRに要望していく。


